
甲府城跡保存活用計画策定業務委託 基本仕様書 

 

１ 業務名 

甲府城跡保存活用計画策定業務 

 

２ 業務の目的 

本業務は、次の事項を目的とする。 

（１）甲府城跡の本質的価値とその構成要素の明確化 

（２）甲府城跡に関する適切な保存と活用方法の明示 

（３）甲府城跡を後世に伝えていくための基本的な計画である「甲府城跡保存活用計

画」の策定 

 

３ 適 用 

  本業務は、本基本仕様書によるほか、次を参考に実施し、文化庁が示す指針等

に沿った計画となるように行うこと。 

 （１）『史跡等整備の手引き』平成 17年 6月文化庁文化財部記念物課監修 

 （２）『石垣整備の手引き』平成 27年 1月文化庁文化財部記念物課監修 

 （３）「記念物・文化的景観マネジメント支援事業 史跡等・重要文化的景観の保存

活用に関する調査報告書」平成 26年 3月文化庁文化財部記念物課 

 （４）『県指定史跡甲府城跡-甲府城跡保存活用等調査検討委員会報告書』2009（平成

21年）3月山梨県教育委員会 

 （５）「甲府城周辺地域活性化実施計画」平成 29年 12月 山梨県・甲府市 

 

４ 業務の内容 

（１）対象区域 

業務内容の対象区域は甲府城跡史跡指定範囲とし、必要に応じて関連区域も含

むこと。 

（２）業務内容 

①業務計画の立案 

②を勘案し、業務の進め方、関係協議事項、工程スケジュール等の計画を立

案する。 

②資料の収集・整理及び現状把握 

保存活用計画素案策定にあたり、既存文献資料を収集・整理する。また併せ

て、これまでの各種調査成果、遺構の分布状況、経緯及び現地状況を確認し、

史跡とその周辺の自然的、歴史的、社会的環境条件を把握する。 

また、対象区域に関する関係法令や上位計画等を必要に応じて参照し、逸脱

のないよう留意する。 

③本質的価値の抽出 

②について解析、評価を行った上で、甲府城跡の本質的価値を明確にし、構

成要素案を抽出する。また、保存活用計画素案を策定するにあたっての課題点

等を取りまとめる。 

④方向性の提案 



明確化した価値を評価・整理し、史跡の各構成要素の取り扱いに関わる基本

的事項並びに方針案を取りまとめる。 

⑤保存活用と整備に関わる基礎的事項と方針の提案 

史跡指定地について地区区分（ゾーニング分け）を行い、現状変更基準、追

加指定や保護・保全対策を含む整備・活用や管理・運営の方法と方向性を定め

る。 

⑥保存活用計画素案のとりまとめ 

史跡の構成要素ごとの保存活用並びに整備のあり方、及び実施計画、経過観察

の方向性を保存活用計画素案としてまとめる。 

⑦委員会の開催支援 

保存活用計画素案の策定に係る委員会の開催支援を行う※１。開催支援は、委員

会における事前資料、委員会資料の作成を行う。また、委員会には発注者の補

助として参加し、委員会の議事録の作成、検討結果のとりまとめ等を行う。 

 ※１ 委員会の開催は令和元年度 3月までに 4回、令和 2年度は 6月までに 2回を予定し

ている。 

５ 委託期間  

 契約は、契約を締結した日から令和２年６月３０日までとし、各年度の履行期間

は次のとおりとする。 

（１）令和元年度 契約を締結した日から令和 2年 3月 31日まで 

（２）令和 2年度 令和 2年 4月 1日から令和 2年 6月 30日まで 

 

６ 業務委託費 

 ７，２４７，９００円を限度とする。 

・上記の各年度の内訳は次の通りとする。 

令和元年度は４，４２２，０００円 

令和２年度は２，８２５，９００円 

・消費税及び地方消費税（10％）を含むものとする。 

 

７ 納品物 

（１）業務報告書 A４版 

・年度ごとに作成すること                    １部 

・簡易製本とすること                      

・委員会議事録、記録簿等を付すこと 

（２）業務報告書 電子データ                   １式 

（３）本事業に伴い作成した図面原図・原稿             １式 

（４）「史跡甲府城跡保存活用計画報告書」             300部 

・想定仕様は A4版、オフセット印刷、180ページ程度（予定） 

・計画書の詳細仕様等については、発注者及び受託者で協議の上、決定する。 

 

８ 納品場所 

 山梨県教育委員会学術文化財課 

   



９ その他 

（１）その他、本仕様書に定めのない事項は、委託者と受託者で協議の上の決定す

ること。 

（２）委員会は全 6 回を計画しており、詳細スケジュールは次のとおり。なお、業

務の進捗により開催時期、内容、回数を変更する場合がある。 

  令和元年度 

・1回目 開催時期：令和元年 8月初旬 

内   容：1．計画の沿革と目的 2．史跡の現況と概要 

  ・2回目 開催時期：令和元年 9月下旬 

       内  容：3．構成要素 4．史跡の現状と課題 

  ・3回目 開催時期：令和元年 11月下旬 

       内  容：5．大綱・基本方針 6．保存活用計画 

  ・4回目 開催時期：令和 2年 1月月下旬 

       内  容：7．活用方針 8．整備方針 9．運営および体制 

  令和 2年度 

  ・5回目 開催時期：令和 2年 4月中旬 

       内  容：10．施策の実施計画策定 11．経過観察 

  ・6回目 開催時期：令和 2年 6月初旬 

       内  容：計画案策定 

  

 


